
(57)【要約】

【課題】　操作性を高め、患者や術者の負担を軽減した

電子ラジアル型超音波内視鏡を提供する。

【解決手段】　照明光学系と観察光学系とを設けた内視

鏡観察部と、超音波を送受する超音波振動子エレメント

を複数配列した超音波観察部とを挿入部の先端部を構成

する先端硬質部に有し、少なくとも互いに直交する第１

の湾曲方向と第２の湾曲方向とに湾曲自在な湾曲部を上

記先端硬質部の後端に有する電子ラジアル型超音波内視

鏡において、上記先端硬質部で、上記各超音波振動子エ

レメントと接続された信号線の束からなるケーブルの厚

さを上記第２の湾曲方向よりも上記第１の湾曲方向に薄

くして固定することを特徴とする。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 照 明 光 学 系 と 観 察 光 学 系 と を 設 け た 内 視 鏡 観 察 部 と 、 超 音 波 を 送 受 す る 超 音 波 振 動 子 エ
レ メ ン ト を 複 数 配 列 し た 超 音 波 観 察 部 と を 挿 入 部 の 先 端 部 を 構 成 す る 先 端 硬 質 部 に 有 し 、
少 な く と も 互 い に 直 交 す る 第 １ の 湾 曲 方 向 と 第 ２ の 湾 曲 方 向 と に 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 を 前 記
先 端 硬 質 部 の 後 端 に 有 す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 、
　 前 記 先 端 硬 質 部 で 、 前 記 各 超 音 波 振 動 子 エ レ メ ン ト と 接 続 さ れ た 信 号 線 の 束 か ら な る ケ
ー ブ ル の 厚 さ を 前 記 第 ２ の 湾 曲 方 向 よ り も 前 記 第 １ の 湾 曲 方 向 に 薄 く し て 固 定 す る こ と を
特 徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 超 音 波 観 察 部 の 内 部 に 設
け た ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 前 記 ケ ー ブ ル を 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型
超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り
、 前 記 ケ ー ブ ル を 形 状 変 形 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ ル 固
定 部 材 に よ り 、 前 記 ケ ー ブ ル の 中 心 軸 を 、 そ の 挿 入 軸 方 向 に 対 し 前 記 観 察 光 学 系 か ら 離 れ
た 方 向 に 傾 け る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、
前 記 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 は 、 前 記 内 視 鏡 観 察 部 と 前 記 超 音 波 観 察 部 と の 接 続 を 行 う 構 造 部 材
で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、
円 筒 状 に し て 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 振 動 子 を 形 成 す る 際 の 繋 ぎ 目 を 、 前 記 観 察 光 学 系 と 略
相 対 す る 位 置 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 照 明 光 学 系 と 観 察 光 学 系 と を 設 け た 内 視 鏡 観 察 部 と 、 超 音 波 を 送 受 す る 超 音 波 振 動 子 エ
レ メ ン ト を 複 数 配 列 し た 超 音 波 観 察 部 と を 挿 入 部 の 先 端 部 を 構 成 す る 先 端 硬 質 部 に 有 し 、
少 な く と も 互 い に 直 交 す る 第 １ の 湾 曲 方 向 と 第 ２ の 湾 曲 方 向 と に 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 を 前 記
先 端 硬 質 部 の 後 端 に 有 す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 、
　 前 記 先 端 硬 質 部 で 、 前 記 各 超 音 波 振 動 子 エ レ メ ン ト と 接 続 さ れ た 信 号 線 の 束 か ら な る ケ
ー ブ ル を 分 岐 し 、 該 分 岐 し た ケ ー ブ ル を 束 ね た ケ ー ブ ル 束 の 厚 さ を 前 記 第 ２ の 湾 曲 方 向 よ
り も 前 記 第 １ の 湾 曲 方 向 に 薄 く し て 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視
鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 超 音 波 振 動 子 エ レ メ ン ト
の 内 部 に 設 け た ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 前 記 分 岐 し た ケ ー ブ ル を 固 定 す る こ と を 特 徴 と
す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り
、 前 記 ケ ー ブ ル の 中 心 軸 を 、 そ の 挿 入 軸 方 向 に 対 し 前 記 観 察 光 学 系 か ら 離 れ た 方 向 に 傾 け
る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ８ 又 は 請 求 項 ９ に 記 載 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 ケ ー ブ ル 固
定 部 材 は 、 前 記 内 視 鏡 観 察 部 と 前 記 超 音 波 観 察 部 と の 接 続 を 行 う 構 造 部 材 で あ る こ と を 特
徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 請 求 項 ７ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て
、 前 記 ケ ー ブ ル の 分 岐 位 置 に 熱 収 縮 チ ュ ー ブ を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超
音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ７ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て
、 円 筒 状 に し て 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 振 動 子 を 形 成 す る 際 の 繋 ぎ 目 を 、 前 記 観 察 光 学 系 と
略 相 対 す る 位 置 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 操 作 性 を 高 め 、 患 者 や 術 者 の 負 担 を 軽 減 し た 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 内 視 鏡 は 、 内 視 鏡 と し て の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が 患 者 や 術 者 の 負 担 軽 減 に 繋
が る た め 、 先 端 の 湾 曲 部 は 所 定 の 方 向 へ 湾 曲 し や す い こ と が 大 切 で あ る 。 湾 曲 の 度 合 い は
、 超 音 波 を 送 受 信 す る た め の ケ ー ブ ル に 大 き く 影 響 を 受 け 、 特 に ケ ー ブ ル の 形 状 、 材 質 、
配 置 が 重 要 な 要 素 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 硬 質 部 長 を 短 く か つ 細 径 化 す る こ と も 、 操 作 性 を 高 め 、 患 者
や 術 者 の 負 担 軽 減 に 繋 が る 。
　 コ ン ベ ッ ク ス 型 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 内 視 鏡 観 察 部 と 超 音 波 観 察 部 の 位 置 決 め を す る た
め の 先 端 硬 質 部 に て 、 超 音 波 ケ ー ブ ル を 分 岐 も し く は 形 状 変 形 さ せ 、 処 置 具 挿 通 用 チ ャ ン
ネ ル の 自 由 度 を あ げ る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
　 ま た 、 コ ン ベ ッ ク ス 型 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 振 動 子 か ら の ケ ー ブ ル が 傾 い た も の が 開 示
さ れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ）
　 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ の 技 術 で は 、 内 視 鏡 観 察 部 と 超 音 波 観 察 部 の 振 動 子 の 位 置 に
つ い て 記 述 が な か っ た 。 こ れ は 、 振 動 子 ３ ６ ０ 度 方 向 の 観 察 が で き る も の で は な く 、 振 動
子 に は 必 ず 両 端 が 存 在 し 、 振 動 子 エ レ メ ン ト の 位 置 は 必 然 的 に 決 ま っ て い た た め で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ ０ ０ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ １ ２ ７ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 に は 、 超 音 波 ケ ー ブ ル を 固 定 す る ケ ー ブ ル 固 定 部 材 が な い た め 、 数
十 か ら 数 百 本 に 及 ぶ 配 線 が 内 視 鏡 組 立 て 時 や 、 内 視 鏡 診 断 時 の 曲 げ 応 力 な ど に よ る よ じ れ
や 、 張 力 に よ る 断 線 が 発 生 す る 可 能 性 が あ っ た 。 ま た 、 光 学 系 の 内 視 鏡 観 察 部 と 超 音 波 観
察 部 の 機 能 を 持 た せ る た め 、 細 径 化 が 図 り に く い 状 況 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 技 術 は 、 少 な く と も 硬 質 部 に お け る ケ ー ブ ル は 挿 入 軸 と 平 行 に 操 作
部 の 方 へ 伸 ば す 構 成 で あ り 、 観 察 光 学 系 を 考 慮 し た も の で は な か っ た 。
　 本 発 明 の 課 題 は 、 上 記 従 来 の 実 情 に 鑑 み 、 操 作 性 を 高 め 、 患 者 や 術 者 の 負 担 を 軽 減 し た
電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 照 明 光 学 系 と 観 察 光 学 系 と を 設 け た 内
視 鏡 観 察 部 と 、 超 音 波 を 送 受 す る 超 音 波 振 動 子 エ レ メ ン ト を 複 数 配 列 し た 超 音 波 観 察 部 と
を 挿 入 部 の 先 端 部 を 構 成 す る 先 端 硬 質 部 に 有 し 、 少 な く と も 互 い に 直 交 す る 第 １ の 湾 曲 方
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向 と 第 ２ の 湾 曲 方 向 と に 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 を 上 記 先 端 硬 質 部 の 後 端 に 有 す る 電 子 ラ ジ ア ル
型 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 、 上 記 先 端 硬 質 部 で 、 上 記 各 超 音 波 振 動 子 エ レ メ ン ト と 接 続 さ れ
た 信 号 線 の 束 か ら な る ケ ー ブ ル の 厚 さ を 上 記 第 ２ の 湾 曲 方 向 よ り も 上 記 第 １ の 湾 曲 方 向 に
薄 く し て 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 上 記 第 １ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視
鏡 で あ っ て 、 上 記 超 音 波 観 察 部 の 内 部 に 設 け た ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 上 記 ケ ー ブ ル を
固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 上 記 第 ２ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視
鏡 で あ っ て 、 上 記 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 上 記 ケ ー ブ ル を 形 状 変 形 さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 上 記 第 ２ 又 は 第 ３ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超
音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 上 記 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 上 記 ケ ー ブ ル の 中 心 軸 を 、 そ の 挿 入
軸 方 向 に 対 し 上 記 観 察 光 学 系 か ら 離 れ た 方 向 に 傾 け る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 上 記 第 ２ 乃 至 第 ４ の い ず れ か １ つ の 電
子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 上 記 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 は 、 上 記 内 視 鏡 観 察 部 と 上 記
超 音 波 観 察 部 と の 接 続 を 行 う 構 造 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ５ の い ず れ か １ つ の 電
子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 円 筒 状 に し て 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 振 動 子 を 形 成 す
る 際 の 繋 ぎ 目 を 、 上 記 観 察 光 学 系 と 略 相 対 す る 位 置 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 照 明 光 学 系 と 観 察 光 学 系 と を 設 け た 内
視 鏡 観 察 部 と 、 超 音 波 を 送 受 す る 超 音 波 振 動 子 エ レ メ ン ト を 複 数 配 列 し た 超 音 波 観 察 部 と
を 挿 入 部 の 先 端 部 を 構 成 す る 先 端 硬 質 部 に 有 し 、 少 な く と も 互 い に 直 交 す る 第 １ の 湾 曲 方
向 と 第 ２ の 湾 曲 方 向 と に 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 を 上 記 先 端 硬 質 部 の 後 端 に 有 す る 電 子 ラ ジ ア ル
型 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 、 上 記 先 端 硬 質 部 で 、 上 記 各 超 音 波 振 動 子 エ レ メ ン ト と 接 続 さ れ
た 信 号 線 の 束 か ら な る ケ ー ブ ル を 分 岐 し 、 上 記 分 岐 し た ケ ー ブ ル を 束 ね た ケ ー ブ ル 束 の 厚
さ を 上 記 第 ２ の 湾 曲 方 向 よ り も 上 記 第 １ の 湾 曲 方 向 に 薄 く し て 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ８ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 上 記 第 ７ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視
鏡 で あ っ て 、 上 記 超 音 波 振 動 子 エ レ メ ン ト の 内 部 に 設 け た ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 上 記
分 岐 し た ケ ー ブ ル を 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ９ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 上 記 第 ８ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視
鏡 で あ っ て 、 上 記 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 上 記 ケ ー ブ ル の 中 心 軸 を 、 そ の 挿 入 軸 方 向 に
対 し 上 記 観 察 光 学 系 か ら 離 れ た 方 向 に 傾 け る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ ０ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 上 記 第 ８ 又 は 第 ９ の 電 子 ラ ジ ア ル 型
超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 上 記 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 は 、 上 記 内 視 鏡 観 察 部 と 上 記 超 音 波 観 察 部
と の 接 続 を 行 う 構 造 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ １ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 上 記 第 ７ 乃 至 第 １ ０ の い ず れ か １ つ
の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 上 記 ケ ー ブ ル の 分 岐 位 置 に 熱 収 縮 チ ュ ー ブ を 備
え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 本 発 明 の 第 １ ２ の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 は 、 上 記 第 ７ 乃 至 第 １ １ の い ず れ か １ つ
の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 円 筒 状 に し て 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 振 動 子 を 形
成 す る 際 の 繋 ぎ 目 を 、 上 記 観 察 光 学 系 と 略 相 対 す る 位 置 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 に よ れ ば 、 先 端 硬 質 部 で 、 各 超 音 波 振 動 子 エ レ メ
ン ト と 接 続 さ れ た 信 号 線 の 束 か ら な る ケ ー ブ ル を 一 定 の 方 向 に 薄 く 固 定 す る こ と で 、 所 定
の 方 向 へ の 湾 曲 が 行 い や す い た め 、 患 者 や 術 者 へ の 負 担 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 ケ ー ブ ル の 中 心 軸 を 、 そ の 挿 入 軸 方 向 に 対 し 観 察 光 学
系 か ら 離 れ た 方 向 に 傾 け る こ と で 、 観 察 光 学 系 の 使 用 で き る 領 域 が 広 が り 、 配 置 の 自 由 度
が 増 す 。 そ の 結 果 、 よ り 細 径 化 を 達 成 す る こ と が 可 能 と な り 、 患 者 や 術 者 の 負 担 軽 減 と な
る 。 ま た 、 細 径 化 に よ り 操 作 性 も 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 円 筒 状 に し て 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 振 動 子 を 形 成 す る 際 の 繋 ぎ 目 を 、 観 察 光 学 系
と 略 相 対 す る 位 置 に 固 定 す る こ と で 、 術 者 が あ ま り 使 用 し な い 観 察 光 学 系 と 略 相 対 す る 位
置 で 画 像 精 度 が 低 下 す る 配 置 と し 、 診 断 精 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 分 岐 し た ケ ー ブ ル の 固 定 に 際 し 、 ケ ー ブ ル の 分 岐 位 置 に 熱 収 縮 チ ュ ー ブ を 備 え る
こ と で 、 ケ ー ブ ル に 加 わ る 張 力 に よ る 断 線 を 防 ぐ こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に か か る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 の 外 観 構 成 を 示 す 。 電 子 ラ ジ ア ル
型 超 音 波 内 視 鏡 １ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 の 挿 入 部 ２ と 、 こ の 挿 入 部 ２ の 基 端 に 位 置
す る 操 作 部 ３ と 、 こ の 操 作 部 ３ の 側 部 か ら 延 出 す る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ４ と で 主 に 構 成 さ
れ て い る 。 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ４ の 基 端 部 に は 、 図 示 し な い 光 源 装 置 に 接 続 さ れ る 内 視 鏡
コ ネ ク タ ４ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 コ ネ ク タ ４ ａ か ら は 図 示 し な い カ メ ラ コ ン ト
ロ ー ル ユ ニ ッ ト に 電 気 コ ネ ク タ ５ ａ を 介 し て 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 電 気 ケ ー ブ ル ５ 及 び 図
示 し な い 超 音 波 観 測 装 置 に 超 音 波 コ ネ ク タ ６ ａ を 介 し て 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 超 音 波 ケ ー
ブ ル ６ が 延 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 挿 入 部 ２ は 、 先 端 側 か ら 順 に 硬 質 な 樹 脂 部 材 又 は 金 属 部 材 で 形 成 し た 先 端 硬 質 部 ７ 、 こ
の 先 端 硬 質 部 ７ の 後 端 に 位 置 す る 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 ８ 、 こ の 湾 曲 部 ８ の 後 端 に 位 置 し て 操
作 部 ３ の 先 端 部 に 至 る 細 径 か つ 長 尺 で 可 撓 性 を 有 す る 可 撓 管 部 ９ を 連 設 し て 構 成 さ れ て い
る 。 そ し て 、 先 端 硬 質 部 ７ の 先 端 側 に は 超 音 波 を 送 受 す る 複 数 の 振 動 素 子 を 配 列 し た 超 音
波 振 動 子 部 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 操 作 部 ３ に は 湾 曲 部 ８ を 所 望 の 方 向 に 湾 曲 制 御 す る ア ン グ ル ノ ブ １ １ 、 送 気 及 び 送 水 操
作 を 行 う た め の 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン １ ２ 、 吸 引 操 作 を 行 う た め の 吸 引 ボ タ ン １ ３ 、 体 腔 内 に
導 入 す る 処 置 具 の 入 り 口 と な る 処 置 具 挿 入 口 １ ４ 等 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 １ の 先 端 硬 質 部 ７ の 拡 大 図 で あ る 。 図
２ （ ａ ） は 外 観 斜 視 図 を 示 し 、 図 ２ （ ｂ ） は 外 観 構 成 図 を 示 す 。 先 端 硬 質 部 ７ の 先 端 に は
、 電 子 ラ ジ ア ル 型 走 査 を 可 能 に す る 超 音 波 振 動 子 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 超 音 波 振 動 子 １
０ は 、 音 響 レ ン ズ （ 超 音 波 送 受 部 ） １ ７ を 形 成 し た 材 質 で 被 覆 さ れ て い る 。 ま た 、 先 端 硬
質 部 ７ に は 斜 面 部 ７ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 斜 面 部 ７ ａ に は 、 観 察 部 位 に 照 明 光 を 照 射 す る
照 明 光 学 系 を 構 成 す る 照 明 レ ン ズ １ ８ ｂ 、 観 察 部 位 の 光 学 像 を 捉 え る 観 察 光 学 部 を 構 成 す
る 対 物 レ ン ズ １ ８ ｃ 、 切 除 し た 部 位 を 吸 引 し た り 処 置 具 が 突 出 し た り す る 開 口 で あ る 吸 引
兼 鉗 子 口 １ ８ ｄ 、 送 気 及 び 送 水 す る た め の 開 口 で あ る 送 気 ・ 送 水 口 １ ８ ａ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 図 ３ は 、 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 １ の 先 端 硬 質 部 の ケ ー ブ ル （ そ の １ ） を 示 す 図 で
あ る 。 ケ ー ブ ル は 、 超 音 波 振 動 子 エ レ メ ン ト と 駆 動 信 号 を 送 受 す る 信 号 線 を 束 ね て 被 覆 し
た も の で あ る 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す 外 観 構 成 図 の ケ ー ブ ル ２ １ の Ａ － Ａ 断 面 図 を 図 ３ （ ｂ ）
に 示 す 。 ケ ー ブ ル ２ １ ａ は 、 円 形 形 状 と な っ て い る 。 図 ３ （ ｃ ） は 、 ケ ー ブ ル ２ １ の Ｂ －
Ｂ 断 面 図 を 示 す 。 ケ ー ブ ル ２ １ ｂ は 、 図 示 し な い ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 円 形 か ら 変 形
さ れ た 形 状 、 例 え ば 楕 円 形 状 （ 所 望 の 湾 曲 方 向 に 薄 い 形 状 ） と な っ て い る 。 ケ ー ブ ル ２ １
ｂ 内 に 柔 軟 性 の あ る 樹 脂 を 少 な く と も 一 部 に 充 填 し て 、 ケ ー ブ ル を 図 中 の 上 下 方 向 に 湾 曲
し や す く し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は 、 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 １ の 先 端 硬 質 部 の ケ ー ブ ル （ そ の ２ ） を 示 す 図 で
あ る 。 図 ４ （ ａ ） に 示 す 外 観 構 成 図 の ケ ー ブ ル ２ ２ の Ａ － Ａ 断 面 図 を 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 。
ケ ー ブ ル ２ ２ の ケ ー ブ ル ２ ２ ａ は 、 円 形 形 状 と な っ て い る 。 図 ４ （ ｃ ） は 、 図 ４ （ ａ ） の
ケ ー ブ ル ２ ２ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 を 示 す 。 ケ ー ブ ル ２ ２ ｂ は 、 図 示 し な い ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に
よ り 、 所 望 の 湾 曲 方 向 （ 図 中 の 上 下 方 向 ） に 湾 曲 し や す い ２ 股 形 状 と な っ て い る 。 な お 、
２ 股 形 状 で な く と も 、 ３ 本 以 上 に 分 岐 し て も よ く 、 所 望 の 湾 曲 方 向 に 薄 く し 、 湾 曲 し や す
く な っ て い れ ば 問 題 な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ は 、 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 １ の 先 端 硬 質 部 の ケ ー ブ ル （ そ の ３ ） を 示 す 図 で
あ る 。 図 ５ （ ａ ） に 示 す 外 観 構 成 図 の ケ ー ブ ル ２ ３ の Ａ － Ａ 断 面 図 を 図 ５ （ ｂ ） に 示 す 。
ケ ー ブ ル ２ ３ ａ は 、 振 動 子 近 傍 で 外 周 の 被 覆 の な い 円 形 形 状 と な っ て い る 。 図 ５ （ ｃ ） は
、 図 ５ （ ａ ） の ケ ー ブ ル ２ ３ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 を 示 す 。 図 ３ （ ｃ ） と 同 様 に 、 図 示 し な い ケ
ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 円 形 か ら 変 形 さ れ た 形 状 、 例 え ば 楕 円 形 状 （ 一 定 の 湾 曲 方 向 に 薄
い 形 状 ） と な っ て い る 。 必 要 で あ れ ば 、 ケ ー ブ ル ２ ３ ｂ 内 に 柔 軟 性 の あ る 樹 脂 を 少 な く と
も 一 部 に 充 填 し て 、 ケ ー ブ ル を 図 中 の 上 下 方 向 に 湾 曲 し や す く し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ６ は 、 ケ ー ブ ル に 熱 収 縮 チ ュ ー ブ を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 ２ 股 に 分 岐 し た
ケ ー ブ ル ２ ４ の 断 線 を 防 ぐ た め の 熱 収 縮 チ ュ ー ブ ３ １ は 、 例 え ば フ ッ 素 系 樹 脂 か ら な る 。
ケ ー ブ ル ２ ４ を 分 岐 さ せ る 場 合 は 、 分 岐 箇 所 に 熱 収 縮 チ ュ ー ブ ３ １ を 取 り 付 け る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ に 示 す ケ ー ブ ル ２ ４ を 固 定 す る ケ ー ブ ル 固 定 部 材 ６ ３ の 一 例 を 示 す 。 図 ７
（ ａ ） は 、 左 側 面 図 で あ り 、 ケ ー ブ ル 先 端 側 で は 、 ケ ー ブ ル 孔 ６ ３ ａ が 一 つ と な っ て い る
。 図 ７ （ ｂ ） は 正 面 図 で あ り 、 図 ７ （ ｃ ） は 右 側 面 図 で あ る 。 図 ７ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、
ケ ー ブ ル 孔 ６ ３ ｂ を ２ つ の 孔 と し 、 分 岐 し た ケ ー ブ ル を 固 定 す る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 先 端 硬 質 部 内 で ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 固 定 さ れ た ケ ー ブ ル の 様 子 を 、 図 ８ を 用
い て 説 明 す る 。
　 図 ８ （ ａ ） は 、 図 ２ で 示 し た 電 子 ラ ジ ア ル 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 硬 質 部 の 側 断 面 図 を 示 す
。 電 極 パ ッ ド ５ １ の う ち 鍔 の 中 心 方 向 側 に 信 号 線 ６ ２ が 結 線 さ れ て い る 。 電 極 パ ッ ド ５ １
の う ち 、 鍔 の 外 周 方 向 側 に ワ イ ヤ ー ９ ０ の 一 端 が 半 田 １ ０ １ で 結 線 さ れ 、 他 端 が 振 動 子 エ
レ メ ン ト の 基 板 ２ ０ 上 に あ る シ グ ナ ル 側 電 極 ２ ０ ａ と 半 田 １ ０ ２ で 結 線 さ れ て い る 。 な お
、 隣 接 す る シ グ ナ ル 側 電 極 ２ ０ ａ に ワ イ ヤ ー が 接 触 し て 短 絡 し な い よ う に 短 い ワ イ ヤ ー ９
０ を 用 い て 結 線 す る 。 ま た 、 信 号 線 ６ ２ に 負 荷 が か か る こ と に よ り 引 っ 張 ら れ て 、 信 号 線
６ ２ が 電 極 パ ッ ド ５ １ か ら 外 れ て し ま う こ と を 防 ぐ た め に 、 ポ ッ テ ィ ン グ 樹 脂 １ ０ ０ で 信
号 線 ６ ２ と 電 極 パ ッ ド ５ １ と の 結 線 部 分 全 体 を 被 覆 し て い る 。 信 号 線 ６ ２ は 、 ケ ー ブ ル 分
岐 箇 所 ６ ２ ａ か ら ２ 股 に 分 か れ て お り 、 信 号 線 ６ ２ の 外 周 部 に は ケ ー ブ ル 固 定 部 材 ６ ３ が
設 け ら れ て い る 。 ま た 、 構 造 部 材 ３ ０ ｂ の 片 側 表 面 に は 銅 箔 １ ０ ３ が 成 膜 さ れ て お り 、 さ
ら に ケ ー ブ ル 固 定 部 材 ６ ３ の 円 筒 側 面 に は 導 体 皮 膜 １ ０ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 複 数 の 信 号
線 ６ ２ か ら な る ケ ー ブ ル ６ ２ の グ ラ ン ド 線 を ま と め た グ ラ ン ド 線 ７ ０ は 、 ケ ー ブ ル 固 定 部
材 ６ ３ の 円 筒 側 面 に 設 け た 導 体 皮 膜 １ ０ ９ と 半 田 １ １ ０ に よ り 結 線 さ れ 、 さ ら に 構 造 部 材
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３ ０ ｂ の 表 面 の 銅 箔 １ ０ ３ 、 そ し て 、 音 響 整 合 層 ３ ４ に 溝 を い れ 形 成 し た 導 電 性 樹 脂 層 １
０ ４ を 介 し 、 圧 電 素 子 ３ ３ の 振 動 子 表 面 側 の 電 極 に つ な が っ て い る 。 圧 電 素 子 の 音 響 放 射
面 側 に は 、 音 響 整 合 層 ２ ４ 、 そ し て 音 響 レ ン ズ １ ７ を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 超 音 波 振 動 子 を 作 製 し た 後 、 先 端 硬 質 部 材 １ ０ ６ 及 び 構 造 部 材 １ ０ ５ を 接 続 し 、 さ
ら に Ｕ 字 状 の 位 置 決 め 部 材 ６ ４ を 用 い て 、 ネ ジ ６ ５ 止 め に よ り 先 端 硬 質 部 材 １ ０ ７ に 固 定
し 、 内 視 鏡 の 先 端 硬 質 部 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ８ （ ｂ ） は 、 図 ８ （ ａ ） で 示 す Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 振 動 子 は
、 平 板 状 の 音 響 整 合 層 ３ ４ 上 の 圧 電 素 子 を ダ イ シ ン グ し て 溝 を 形 成 し 、 円 筒 状 に し た も の
で あ る 。 そ の た め 、 そ の 平 板 の 一 端 と 他 端 の 繋 ぎ 目 は 、 ピ ッ チ を は じ め 、 位 置 ズ レ 、 ま た
繋 ぎ 目 の 構 成 部 材 が 若 干 異 な る こ と に よ り 、 画 像 精 度 が 低 下 す る た め 、 図 中 で 示 す Ｄ ｏ ｗ
ｎ 方 向 に 繋 ぎ 目 部 分 が 位 置 決 め さ れ る よ う に す る 。 構 造 部 材 １ ０ ５ の 外 周 に は 位 置 決 め 部
材 ６ ４ が 所 望 の 角 度 に 渡 っ て 設 け ら れ 、 さ ら に 外 周 に は 位 置 決 め 部 材 ６ ４ に 固 定 ネ ジ ６ ５
で 固 定 さ れ る 先 端 硬 質 部 材 １ ０ ７ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ９ は 、 先 端 硬 質 部 の ケ ー ブ ル の 傾 斜 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。 同 図 に 示 す よ う に 、 ケ ー
ブ ル ７ ２ は 、 内 視 鏡 観 察 部 で あ る 観 察 光 学 系 １ ０ ８ か ら 離 れ た 方 向 に 傾 い て い る （ こ こ で
は 、 例 え ば ３ 度 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ０ は 、 ケ ー ブ ル ６ ３ を 傾 斜 さ せ る ケ ー ブ ル 固 定 部 材 ６ ６ を 示 す 。 図 １ ０ （ ａ ） は 内
視 鏡 観 察 部 の Ｒ （ 右 ） 、 Ｌ （ 左 ） 方 向 の 形 状 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ ０ （ ｂ ） は Ｕ （ 上 ： 観
察 光 学 系 の あ る 方 向 ） 、 Ｄ （ 下 ） 方 向 の 形 状 を 示 す 図 で あ る 。 表 面 に 導 電 皮 膜 １ ０ ９ が 接
合 さ れ た ケ ー ブ ル 固 定 部 材 ６ ６ の ケ ー ブ ル 孔 ６ ６ ａ は 、 ケ ー ブ ル 先 端 側 （ 図 中 の 左 側 ） か
ら 、 Ｄ 方 向 に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 作 用 を 説 明 す る 。
　 図 ３ （ ｃ ） に 示 す ケ ー ブ ル ２ １ ｂ の よ う に 、 図 示 し な い ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 円 形
か ら 変 形 さ れ た 形 状 （ 所 望 の 湾 曲 方 向 （ 図 中 の 上 下 方 向 ） に 薄 い 形 状 ） と す る こ と で 、 所
望 の 方 向 へ の 湾 曲 が 行 い や す く な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ （ ｃ ） に 示 す ケ ー ブ ル ２ ２ ｂ の よ う に 、 ケ ー ブ ル を 分 岐 し て も 、 所 望 の 湾 曲 方 向 （
図 中 の 上 下 方 向 ） の 厚 さ を 薄 い 形 状 と す る こ と で 、 所 望 の 湾 曲 方 向 へ の 湾 曲 が 行 い や す く
な る 。 ま た 、 湾 曲 し や す い 方 向 を 、 光 学 観 察 部 及 び 超 音 波 観 察 部 の ア ッ プ 、 ダ ウ ン 方 向 に
合 わ せ る こ と で 、 内 視 鏡 操 作 部 の ア ン グ ル ノ ブ １ １ を 回 し た と き に 、 術 者 の 想 定 す る 方 向
へ 湾 曲 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ （ ｂ ） に 示 す ケ ー ブ ル ２ ３ ａ の よ う に 、 先 端 硬 質 部 近 傍 で 被 覆 の な い ケ ー ブ ル を 用
い て も 構 わ な い 。 こ の 場 合 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 表 面 を 金 属 メ ッ キ し て お け ば 、 そ の 被 覆 の
な い 部 分 か ら 延 出 し た 総 合 シ ー ル ド を ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に 接 続 す る こ と で 接 地 さ れ 、 電 気
ノ イ ズ の 影 響 を 受 け な い と と も に 、 人 体 に 対 し て 電 気 的 に 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 熱 収 縮 チ ュ ー ブ ３ １ を 被 せ た ２ 束 に 分 岐 し た ケ ー ブ ル ２ ４ は 、 図 ７
に 示 す ケ ー ブ ル 固 定 部 材 ６ ３ と 組 み 合 わ せ る こ と で 、 図 ８ に 示 す 信 号 線 ６ ２ に か か る 張 力
を 無 く す こ と が で き る 。 こ れ は 、 振 動 子 側 に か か る ケ ー ブ ル の 張 力 が 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 材
の 分 岐 部 で 熱 収 縮 チ ュ ー ブ ３ １ に よ り 吸 収 さ れ る た め で あ る 。 こ の た め 、 各 信 号 線 ６ ２ に
か か る 応 力 は 著 し く 低 減 さ れ 、 基 盤 と の 配 線 が 断 線 す る こ と は な く な り 、 信 頼 性 の 高 い 超
音 波 内 視 鏡 が 作 製 で き る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に ケ ー ブ ル の 形 状
変 更 機 能 を 持 た せ た が 、 先 端 硬 質 部 材 １ ０ ７ を は じ め 先 端 硬 質 部 ７ 内 で 、 同 様 な 機 能 を 持
た せ る こ と で 湾 曲 時 に 発 生 す る ケ ー ブ ル の 張 力 を 振 動 子 側 に 伝 え な い こ と 、 そ し て ケ ー ブ
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ル の 形 状 に 起 因 す る 湾 曲 の し や す い 方 向 を 特 定 で き る 効 果 は 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 ６ ６ の ケ ー ブ ル 孔 ６ ６ ａ を 先 端 側 か ら Ｄ
（ ダ ウ ン ） 方 向 に 傾 け る こ と で 、 観 察 光 学 系 の 使 用 で き る 領 域 が 広 が り 、 配 置 の 自 由 度 が
増 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 先 端 硬 質 部 又 は 湾 曲 部 で 、 各 超 音 波 振 動 子 エ レ
メ ン ト と 接 続 さ れ た 信 号 線 の 束 か ら な る ケ ー ブ ル を 一 定 の 方 向 に 薄 く 固 定 す る こ と で 、 所
定 の 方 向 へ の 湾 曲 が 行 い や す い た め 、 患 者 や 術 者 へ の 負 担 が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に よ り 、 ケ ー ブ ル の 中 心 軸 を 、 そ の 挿 入 軸 方 向 に 対 し 観 察 光 学
系 か ら 離 れ た 方 向 に 傾 け る こ と で 、 観 察 光 学 系 の 使 用 で き る 領 域 が 広 が り 、 配 置 の 自 由 度
が 増 す 。 そ の 結 果 、 よ り 細 径 化 を 達 成 す る こ と が 可 能 と な り 、 患 者 や 術 者 の 負 担 軽 減 と な
る 。 ま た 、 細 径 化 に よ り 操 作 性 も 高 ま る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に お
い て ケ ー ブ ル の 中 心 軸 を 傾 け た が 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ケ ー ブ ル 固 定 部 材 に は 傾 き を 設 け
ず 、 先 端 硬 質 部 に お い て ケ ー ブ ル を 傾 け る 傾 斜 を 持 た せ た 穴 、 も し く は 円 筒 状 の ガ イ ド を
用 い る 構 造 と す る こ と で も 、 同 様 の 作 用 ・ 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 円 筒 状 に し て 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 振 動 子 を 形 成 す る 際 の 繋 ぎ 目 を 、 観 察 光 学 系
と 略 相 対 す る 位 置 に 固 定 す る こ と で 、 術 者 が あ ま り 使 用 し な い 観 察 光 学 系 と 略 相 対 す る 位
置 に 画 像 精 度 が 低 下 す る 繋 ぎ 目 を 配 置 す る こ と と な り 、 診 断 精 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 分 岐 し た ケ ー ブ ル の 固 定 に 際 し 、 ケ ー ブ ル の 分 岐 位 置 に 熱 収 縮 チ ュ ー ブ を 備 え る
こ と で 、 ケ ー ブ ル に 加 わ る 張 力 に よ る 断 線 を 防 ぐ こ と が 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 は 、 圧 電 素 子 を 用 い た 超 音 波 振 動 子 だ け に 限 ら ず 、 静 電 容 量 型 振 動
子 （ ｃ － Ｍ Ｕ Ｔ ） を 用 い た 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 振 動 子 に 対 し て も 適 用 す る こ と が 可 能 で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 の 外 観 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 １ の 先 端 硬 質 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 硬 質 部 の ケ ー ブ ル （ そ の １ ） を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 硬 質 部 の ケ ー ブ ル （ そ の ２ ） を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 硬 質 部 の ケ ー ブ ル （ そ の ３ ） を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 ケ ー ブ ル に 熱 収 縮 チ ュ ー ブ を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ に 示 す ケ ー ブ ル を 固 定 す る ケ ー ブ ル 固 定 部 材 ６ ３ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ２ で 示 し た 電 子 ラ ジ ア ル 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 硬 質 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 先 端 硬 質 部 の ケ ー ブ ル の 傾 斜 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ケ ー ブ ル を 傾 斜 さ せ る ケ ー ブ ル 固 定 部 材 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ 　 　 　 電 子 ラ ジ ア ル 型 超 音 波 内 視 鏡
　 ２ 　 　 　 挿 入 部
　 ３ 　 　 　 操 作 部
　 ４ 　 　 　 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド
　 ４ ａ 　 　 内 視 鏡 コ ネ ク タ
　 ５ 　 　 　 電 気 ケ ー ブ ル
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　 ５ ａ 　 　 電 気 コ ネ ク タ
　 ６ 　 　 　 超 音 波 ケ ー ブ ル
　 ６ ａ 　 　 超 音 波 コ ネ ク タ
　 ７ 　 　 　 先 端 硬 質 部
　 ８ 　 　 　 湾 曲 部
　 ９ 　 　 　 可 撓 管 部
　 １ ０ 　 　 超 音 波 振 動 子
　 １ １ 　 　 ア ン グ ル ノ ブ
　 １ ２ 　 　 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン
　 １ ３ 　 　 吸 引 ボ タ ン
　 １ ４ 　 　 処 置 具 挿 入 口
　 １ ７ 　 　 音 響 レ ン ズ （ 超 音 波 送 受 部 ）
　 １ ８ ａ 　 送 気 ・ 送 水 口
　 １ ８ ｂ 　 照 明 レ ン ズ
　 １ ８ ｃ 　 対 物 レ ン ズ
　 １ ８ ｄ 　 吸 引 兼 鉗 子 口
　 ２ ０ 　 　 電 極
　 ２ ０ ａ 　 シ グ ナ ル 側 電 極
　 ２ １ 　 　 ケ ー ブ ル
　 ２ ２ 　 　 ケ ー ブ ル
　 ２ ３ 　 　 ケ ー ブ ル
　 ２ ４ 　 　 ケ ー ブ ル
　 ３ ０ 　 　 構 造 部 材
　 ３ １ 　 　 熱 収 縮 チ ュ ー ブ
　 ３ ３ 　 　 圧 電 素 子
　 ３ ４ 　 　 音 響 整 合 層
　 ５ １ 　 　 電 極 パ ッ ド
　 ５ ２ 　 　 鍔 （ つ ば ）
　 ５ ３ 　 　 円 筒 部 分
　 ５ ４ 　 　 プ リ ン ト 配 線 板
　 ６ ２ 　 　 信 号 線
　 ６ ２ ａ 　 　 ケ ー ブ ル 分 岐 箇 所
　 ６ ３ 　 　 ケ ー ブ ル 固 定 部 材
　 ６ ３ ａ ， ｂ 　 ケ ー ブ ル 孔
　 ６ ４ 　 　 位 置 決 め 部 材
　 ６ ５ 　 　 固 定 ネ ジ
　 ６ ６ 　 　 ケ ー ブ ル 固 定 部 材
　 ７ ０ 　 　 Ｇ Ｎ Ｄ 線
　 ７ ２ 　 　 ケ ー ブ ル
　 ９ ０ 　 　 ワ イ ヤ ー
　 １ ０ ０ 　 ポ ッ テ ィ ン グ 樹 脂
　 １ ０ １ ， １ ０ ２ 　 半 田
　 １ ０ ３ 　 銅 箔
　 １ ０ ４ 　 導 電 性 樹 脂
　 １ ０ ５ 　 構 造 部 材
　 １ ０ ６ 　 先 端 構 造 部 材
　 １ ０ ７ 　 先 端 硬 質 部 材
　 １ ０ ８ 　 観 察 光 学 系
　 １ ０ ９ 　 導 電 皮 膜
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 ９ 】

(12) JP 2006-212353 A 2006.8.17



フロントページの続き

(72)発明者  今橋　拓也
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  佐藤　直
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
(72)発明者  青木　秀道
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
Ｆターム(参考) 4C601 BB08  BB24  EE11  EE20  FE02  GA02  GB05  GD12 

(13) JP 2006-212353 A 2006.8.17



专利名称(译) 电子放射型超声内窥镜

公开(公告)号 JP2006212353A 公开(公告)日 2006-08-17

申请号 JP2005031132 申请日 2005-02-07

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 若林勝裕
水沼明子
沢田之彦
今橋拓也
佐藤直
青木秀道

发明人 若林 勝裕
水沼 明子
沢田 之彦
今橋 拓也
佐藤 直
青木 秀道

IPC分类号 A61B8/12

FI分类号 A61B8/12

F-TERM分类号 4C601/BB08 4C601/BB24 4C601/EE11 4C601/EE20 4C601/FE02 4C601/GA02 4C601/GB05 4C601
/GD12

其他公开文献 JP4388485B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种具有改进的可操作性并减轻患者或操作者负担
的电子放射型超声内窥镜。 解决方案：具有照明光学系统和观察光学系
统的内窥镜观察部分以及其中布置有用于发送和接收超声波的多个超声
换能器元件的超声观察部分构成插入部分的远端部分。 在所述远侧硬质
部中，在所述远侧硬质部的后端具有可弯曲部的电子放射型超声波内窥
镜的弯曲部中，至少在彼此正交的至少第一弯曲方向和第二弯曲方向
上， 在尖端硬质部分处，使由连接到每个超声换能器元件的信号线束形
成的电缆的厚度在第一弯曲方向上比在第二弯曲方向上薄并且固定。 和 
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